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1. はじめに 

風景や建物などを写した映像メディアは，個人の経

験・思い出の記録や，他者とのビジュアルコミュニケー

ション，被写体や構図の美しさからなる作品としての活

用など，様々な用途で用いられているが，共通して現実

空間を空間的・時間的に小さく切り取るものと捉えられる． 

このような映像メディアに着目し，位置や方向などの

空間関係を考慮することで，より大きな空間を表現して

いく研究が行われている．田中らは，画像の連続シーケ

ンスを用いることで擬似的な三次元空間を実現している

[1]．藤田らは，画像に対して地図上での位置や方向を

付加することで，ビジュアルコミュニケーションの支援を

図っている[2]．現在も利用されているサービスとしては

Google が運営している Google Earth が類似した空間表

現として挙げられる[3]．これらの事例では，web をベー

スとしたフレームワーク内の限られたスペースでの利用

が想定されており，空間表現においても映像メディアが

持つ時間的な要素(過去・未来の風景や建物など)は活

用されていない．そのため，映像メディアを用いた空間

表現には未だ改善の余地が残されている． 

本研究では，拡張現実感(Augmented Reality，AR)を

用いて，現実空間内に画像(画像オブジェクト)を重畳さ

せることで，現実空間という広大なスペースでの映像メ

ディアを用いた空間表現を実現する．これは，現代美術

における表現手法の一つであるインスタレーションを

AR によって行なっているとも考えられ，本研究で実装し

たプロトタイプでは画像が持つ時間的な要素によって，

現実空間が時間を変化させる場として表現されている． 
 

2. 実装したプロトタイプ 

プロトタイプは，iOS デバイス(Apple 社製 iPhone11)で

動作するアプリケーション(Swift で実装)とデータを保

存・共有するデータベース(PHP，MySQL で実装)によっ

て構成されている． 

 

 

 

 

 

アプリケーションでは，ARKit(iOS デバイスで動作す

る AR アプリケーションのためのフレームワーク)を用い

て現実空間から特徴点を抽出後，AR を表示する三次

元空間(AR 空間)を生成する．この AR 空間では，任意

の画像を画像オブジェクトとして設置可能で(図 1a)，位

置や大きさ，方向を調整できる(図 1b)．画像オブジェクト

が設置された AR 空間は，特徴点，画像オブジェクトの

座標，画像本体，緯度経度(GPS)データとしてデータベ

ースに保存され，他のユーザに共有可能な形で地図上

に表示される(図 1c)．地図に表示されたピンを選択する

と，画像が存在する位置の前にマークが表示された AR
空間が再構築され(図 1d)．マークの位置にユーザが移

動することで，画像が表示される(図 1e)． 

 

図 1.プロトタイプのアプリケーション画面. 

 

図 1 の AR 空間内で設置している画像は，著者が所

属する大学の HP に掲載されている旧図書館の画像を

用いており，現在の図書館に重ねることで過去と現在の

移り変わりを表現している[4]． 
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(A) 詳細な位置情報の付加 

画像オブジェクトを現実空間の特定の位置に重ねて

表示するには，cm オーダの精度を持つ位置情報を付

加させる必要がある．画像に対して位置情報を付加さ

せること自体は既に行われているが，その多くは GPSセ
ンサによって取得される緯度経度データであり，そのデ

ータは常時 3～5m 以上の誤差を含んでいる．そのため，

GPS センサによる位置情報の付加では，特定の位置へ

の表示や誘導は行うことができない． 

そこで AR 技術に着目する．われわれは ARKit を用

いて現実空間との位置合わせにどの程度の誤差が生じ

るかを検証した[5]．その結果，狭い範囲においては cm
オーダの精度で位置合わせが可能であり，特定の位置

への表示や誘導ができることを確認した． 

この検証を基に，本研究では AR を用いて画像オブ

ジェクトに対し cm オーダの精度を持つ位置情報(x, y, z
座標)を付加する．このことを詳細な位置情報の付加とし，

画像オブジェクトの大きさ・方向の情報も加えることで

(図 2)，特定の位置への画像オブジェクトの表示，マー

クによる誘導を可能としている． 

 

図 2.画像オブジェクトに付加する情報. 

 

(B) 位置駆動画像 

AR 空間を再構築する際に生成される画像オブジェク

トは，ユーザの位置によって動的に表示を変化させてい

る．ユーザがマークの位置にいない場合は，画像オブ

ジェクトの透明度が下がり，ユーザからは視認できない

(図 3a)．ユーザがマークの位置にいる場合は，画像オ

ブジェクトの透明度が上がり，視認できるようになるのに

加え，遠くから段階的に近づきながら，元の大きさに拡

大していくアニメーションをとる(図 3b)． 

これは，画像が写す空間とユーザが見ている現実空

間が一致するときにのみ，画像オブジェクトを表示させ

るという目的と，アニメーションによる表示の連続性によ

って，視覚表現を自然にする目的がある． 

 

図 3.位置駆動画像の動的な変化. 

3. 動作確認と活用例 

実装したプロトタイプを使用し，前節 2.実装したプロト

タイプで説明したような動作が，異なる場所でも行われ

るかを確認した．設置する画像は，著者が所属する大

学の旧正門の画像と満開の桜の画像(大学構内，春)を

用いた[4]．それぞれの画像を現在の正門，桜(大学構

内，冬)の位置に設置し，データをデータベースに保存

後，AR 空間の再構築を行なった． 

旧正門，満開の桜の画像共に，ユーザがマークの位

置に移動することで表示され，位置駆動画像の動的な

表示の変化も見られた．現在の正門には過去の旧正門

の画像が重ねられ(図 4a)，冬の桜には，満開の桜の画

像によって部分的に春が訪れていた(図 4b)． 

このように，実装したプロトタイプは，今の時代や季節

では見られないような風景を現実空間に表示し，時間を

越えた空間を表現するものとして利用できる．個人の経

験・思い出の記録から観光でのコンテンツまで幅広く活

用できると考える． 
 

 

図 4.AR で表示された旧正門と満開の桜. 
 

4. おわりに 

本研究では，AR を用いて現実空間内に画像オブジ

ェクトを重畳させることで，映像メディアを用いた空間表

現を実現した．位置駆動画像では，ユーザの位置によ

って他のインタラクションの方法があると考えている．空

間表現の可能性を探るため，研究を進めていきたい． 
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